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参 考 文 献
1)松島紀志夫 ･小栗宣博 ･若狭弘之 ･中桐義忠 ･三上
泰隆 ･平木祥夫 ･木本 真 ･橋本啓二 ･青野 要 ･
藤本 亘 ･小玉 肇 :電子線振子照射法の検討.岡
山医学会雑誌,96(11･12):1063-1071,1984.
2)松島紀志夫 ･若狭弘之 ･小栗宣博 ･北山卓一 ･中桐
義忠 ･三上泰隆 ･橋本啓二 ･平木祥夫 ･青野 要 :
電子線movingstrip法の試み.岡山医学会雑誌,96
(11･12):1175-1182,1984.
3)柄川 順 ･梅垣洋一郎 ･石原和之 :リニアアクセラ
レータによる電子線全身照射療法.癌の臨床,14(4)
:353-358,1968.
4)寺嶋贋美 ･山下 茂 ･石野洋一 ･末永義則 :菌状息
肉症に対する電子線全身皮膚照射.日本医学放射線
学会雑誌,48(8):1005-1012,1988.
5)中嶋 弘 ･宮本秀明 :皮膚の悪性リンパ腫.癌と化
学療法,12(9):1735-1743,1985.










9)中桐義忠 ･山田俊治 ･杉田勝彦 ･三上泰隆 ･大川義
弘 ･稲村圭司 ･小栗宣博 ･永谷伊佐雄 ･則安俊昭 ･
岡崎良夫 ･井上信浩 ･戸上 泉 ･平木祥夫 :電子線
治療時におけるエネルギー低減方法に関する検討.
岡山医学会雑誌,102(1･2):217-225,1990.
10)高田卓雄 ･下新原茂 ･鈴木 徹 :電子線全表面照射
におけるX線混入率.第10回日本放射線技術学会総
会予稿集,452,1984.
ll)吉浦隆雄 ･安井修己 ･二神恵津朗 :電子線エネル
ギーの低減とⅩ線の混入.第41回日本放射線技術学
会稔会予稿集,555,1985.
12)川島勝弘 ･星野一雄 :放射線治療における高エネル
ギ Xー線および電子線の九州線量の標準測定法.日
本医学放射線学会物理部会,通商産業社,東京,
111-116頁,1986.
- 5-
要 約
皮膚に限局した一連の末梢型T細胞リンパ腫は放射線に対する感受性が高く,電子線治療の適応となる
疾患である｡これらの疾患は一般的に全身の皮膚に浸潤するため,治療に際してはTargetVolumeの深さ
に合わせた最小限のエネルギーで全身隈なく照射する必要がある｡
筆者等は最近臨床で遭遇した菌状息肉症の患者を治療するため,その患者に合った物理的データを測定
したo照射野の拡大には振子照射法を用い,エネルギー低減方法は装置に装備されている鉛のスキャタラー
を低原子番号で,しかも加工のしやすい塩化vinyl板に交換する方法を工夫した｡
データとして治療効果,副作用に関係する線量率,エネルギー,及び照射野内平坦度について測定した
結果,距離が長くなる関係から線量率が低下する全身照射法の欠点は解消できなかったが,エネルギー及
び平坦度については使用可能なデータを得ることができた｡
(1990年10月29日受理)
- 6-
